
弘　前　医　学　74：145―150，2024

第106回　弘前医学会総会
日時：令和 5 年 6 月 3 日（土）　14：00～
会場：プラザホテルむつ

一 般 演 題 抄 録
Ⅰ−１ 当院発熱外来における新型コロナウィルス感染症診療 

○町⽥光司 
（医療法⼈⽩鷗会まちだ内科クリニック） 

 当院の発熱外来は、廃院となった「まちだ眼科クリニック」の外来スペースを
利⽤して令和３年１⽉から開始した。当時の【発熱診療等医療機関】の施設要件
では発熱患者の受診に係る動線が分かれている事が明記されており、旧眼科ク
リニックは出⼊⼝、トイレ、待合室、診察室、処置室や視⼒検査スペースが広く
５ベッドを確保して陽性者隔離室とした。患者の対応は⽉〜⾦曜⽇は午前２０
⼈、午後２０⼈、⼟曜⽇は２０⼈とし、⽇曜祭⽇も８時から１０時まで２０⼈と
して年中無休で診療に当たった。 

令和３年には３⽉に最初の陽性者が出て以来、３・４・５⽉で計６例、７・８・
９⽉に１１例と計１７例であった。令和４年に⼊ってオミクロン株の出現と共
に感染は爆発的に蔓延し、令和４年１⽉から令和５年４⽉末までで、外来数は１
０１０１名、陽性者は４１６０例（４１．２％）に達した（インフルエンザは７
７０例）。特に第７波の８⽉は１１１８名中６９７例と陽性率６２．３％に達し、
１２⽉も９７７名中５７５例（５８．９％）であった。令和５年に⼊って陽性者
が激減して陽性率は２０％以下で推移したものの陽性者は切れ⽬なく続いた。 
陽性者４０１２例中、男性１８３５例（４６％）、⼥性２１７７例（５４％）、年
齢層は０〜９歳６６７例（１７％）、１０代６０４例（１５％）、２０代４４７例
（１１％）、３０代５７１例（１４％）、４０代５８３例（１５％）、５０代４４
７例（１１％）で計３３１９例（８３％）が６０歳未満であった。 

陽性者のワクチン接種率は６８．７％であったが、特に中年以降の基礎疾患の
ある患者では発熱が少ない傾向が⾒られた。流⾏期別の症状では第６波（オミク
ロン BA２）に⽐べ、第７波第８波（オミクロン BA5）の⽅が発熱、咳、咽頭痛
等の症状が強い傾向が⾒られた。 

来院患者の地域別では、当院の診療圏である３ｋｍ以内の患者は３６％程度
と少なく、他地区や近隣の市町村からの新規患者が多く⾒られた。その他、死後
検死時に検査した６例中、２例に陽性が⾒られた。 

コロナとインフルエンザの同時感染はＡ型２例、Ｂ型１例であった。また、イ
ンフルエンザＡ型Ｂ型の同時感染も１例⾒られた。インフルエンザは令和４年
１２⽉に５３例、令和５年１⽉に７２例、２⽉に２３５例、３⽉に２４２例、４
⽉に１６８例で計７７０例であったが、コロナはインフルエンザの増減と逆相
関的傾向が⾒られた。 

この間、⾃他の⼊院や介護施設で多くのクラスターの発⽣を⾒たが、経⼝抗ウ
ィルス剤の積極的な投与が極めて有⽤であった。主にモルヌピラビルを投与し
ていたが（７３０例）、今年２⽉からエンシトレルビルも投与を開始し（１２０
例）有効であった。今後とも感染拡⼤防⽌、特に後遺症予防の観点から積極的に
投与すべきと考えられた。 




